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  今週のニュースピックアップ


  


  津田大介が今気になっているニュースを毎週1つピックアップし、解説します。〔毎号配信〕


  2010年10月の登場以来、写真好きのユーザーを中心にブレイクし、登録ユーザー数3000万人以上を記録しているiPhoneアプリ「Instagram」。2012年4月3日には、そのAndroid版もリリースされました。この4月9日、同アプリを提供するInstagram社をFacebookが約10億ドルで買収すると発表し、注目を集めています。（http://cloud.watch.impress.co.jp/docs/column/infostand/20120416_526738.html）


  僕は今を遡ること1年ちょっと前の2011年1月末、DeNAの取材費でサンフランシスコに渡り、Instagram社のCEOケビン・シストロムさんにインタビューしました。現地の名だたるIT系企業を取材し、そのもようをエンジニア向けの仕事情報サイト「Tech総研」（http://rikunabi-next.yahoo.co.jp/tech/）でレポートするという企画の一環でしたが、原稿が遅れた関係もあって、結局お蔵入りに……。その秘蔵インタビューを、この機会にお届けします。


  なお、僕のサンフランシスコ取材を費用ほかの面からサポートしてくれたDeNAでは、現在、採用活動を強化中です。ご興味お持ちの方は、下記URLからエントリーを。DeNAに就職すれば、サンフランシスコにあるグループ会社で働けるかもしれませんよ！（ステマ）


  →http://dena.jp/recruit/career/

  


  ◆Instagram社CEOケビン・シストロムが語る「Instagramが生み出した新しいコミュニケーションのかたち」とは


  


  （2011年1月25日　サンフランシスコ取材より）


  出演：ケビン・シストロム（Instagram社CEO）、津田大介



  



  津田：Instagram、注目されてますね。日本のユーザーにも大人気ですよ。


  ケビン：Instagramの米国の利用状況は、一日を通じてあまり変化がないんですけど、日本のユーザーの利用状況は特殊で、仕事が終わるくらいの時間に急に増えるんですよ。それでサーバーが落ちちゃったりするので、午前4時に起きて問題解決したりしてます。この前の大晦日の日はそれが顕著で、1秒ごとの写真投稿数が米国より日本のほうが多かったんです。それでやっぱりサーバーが落ちた。その前の日が僕誕生日で、夜遅くに寝たんですけど、そのせいで午前9時に起きて直しました（笑）。


  津田：日本人ユーザーにひどい目にあわされているわけですね（笑）。


  ケビン：この会社を立ち上げる前にGoogleにいたことがあるんです。そのときに仕事で1週間、東京に行きました。3日だけ仕事して、あとの4日間は遊んでたんですが、すごい楽しくて、あれで日本が好きになったんです。また行きたいけれど旅費が高い（笑）。何かビジネスで行きたいですね。


  津田：そうなんですか！ Instagramに注目している日本のメディアも多いので、ケビンさんが来日するっていったら取材が殺到すると思いますよ。いろいろなメディアからちょっとずつ旅費請求すればいいんじゃないですかね（笑）。


  ケビン：本当？ いいこと聞いた（笑）。


  津田：日本人ユーザーが多いのはよくわかったんですが、国別の利用状況は具体的にどんな感じなんですか？


  ケビン：一番最近のデータは見てないんですけど、最後に見たときは50％が米国ユーザーで25％が日本、残りの25％がその他の国という感じでしたね。[*1] 日本人ユーザーはすごい勢いで増えてて、米国外の国ではダントツに多いですね。英国なんかと比べても多い。Instagramを始めたときはこんなふうに日本で人気が出るなんて思わなかったんですけど、僕は日本が好きなので日本で浸透してることはとてもうれしいです。


  津田：日本がお好きだということですが、日本のIT企業をご存じだったりしますか。


  ケビン：ソフトバンクの@masason（孫正義さん）にも会いましたし、ほかにもニコニコ動画の人や、mixiの人、DeNAの人にも会って話をしました。日本のテクノロジーも好きです。Instagramのメニューは今日本語化してますが、知り合いの友だちとかに頼んでやってもらってるんです。まだまだ不備もあると思うので、誰かローカライズを手伝ってくれる日本人の人がいたら、ぜひお願いしたいですね。ローカライズの部分はとても重要視していて、新機能が追加されるときはすべての言語ですぐ対応できるようにしています。


  津田：Instagramを開発した経緯を教えてください。最初はもともと、現在のような写真共有サービスじゃなくて、チェックイン [*2] 型のソーシャルゲームだったんですよね。


  ケビン：そうです。最初は「Burbn」という、Foursquareみたいにチェックインできて、動画や写真を投稿してコメントを付けられるサービスだったんです。ただ、実際に友だちに使ってもらったら「複雑で難しすぎる」って評価をもらってしまったので、一番よいところを残す方向に方針転換したんですね。Burbnの一番良い部分は写真共有の部分だと思ったので、写真だけを共有するInstagramを新たに開発し直すことにしました。


  津田：ずいぶん思い切った決断でしたね。


  ケビン：Burbnを気に入ってくれてた人も結構いたので、この決断をするには心配な部分もあったんですけど、ふたを開けてみたら、とてもよい決断だったと思います。


  津田：Burbnはどのくらいの期間、運営していたんですか。


  ケビン：5カ月くらいですね。そこから新たに2カ月かけてInstagramを作りました。Burbnのコードからそのまま流用した部分が多かったので、開発期間を短く済ませることができたんです。


  津田：FlickrやFacebookみたいに、写真共有サービスってネットには山ほどあるわけですが、それらと比べてInstagramの一番の差別化ポイントはどこにあると思いますか？


  ケビン：1つ目はフィルターが楽しいというところですね。普通のモバイルフォトサービスは「まあまあ」の写真しか撮れないですが、Instagramではフィルターがあることで写真を撮るという行為そのものが楽しくなって、人々が積極的に写真を撮影したくなるところがポイントかなと。もう1つはInstagramを使うと、FlickrやFacebook、ツイッターなどのほかのSNSに写真をブロードキャストできるところですね。


  津田：InstagramにはSNS的要素もありますよね。こうしたSNS的サービスを展開する場合、友人同士のつながりをどういうアーキテクチャにするかということがポイントで、ツイッターのような承認作業が必要ない一方向のフォロー制と、Facebookのような相互承認制の2種類がありますよね。Instagramはツイッターと同じ前者ですが、これを選択した理由は？


  ケビン：それを決めるときは社内でも意見の違いがあって、ツイッターのようなオープン型にするかどうかで随分もめました。ただ、よくよく考えてみたら写真を共有するサービスってFacebook型のクローズドなものがほとんどだったんですよね。Flickrはオープンだけど、SNS要素は薄い。「だったらオープンにしちゃったほうが面白いんじゃないか」という話になって、オープン型を採用したんですが、それは今思うとよい決断でしたね。たとえば、僕が知らない人の写真を通じて東京を見ることができたり、写真を通じて誰かに興味を持つことができたりする。そういう特徴を持てたことがInstagramの強みになってると思います。


  津田：InstagramがiPhone特化型を続けている理由を教えてください。[*3] 今後PCのウェブサイトから見られたり、コメントできたりするようになるんでしょうか？


  ケビン：頭に置いておいていただきたいのは、こんなに短い期間で100万人 [*4] がサインアップするとかは自分たちでも全然考えてなかったということです。まずはシンプルなアプリケーションを発表してそれを温めたり、改善したりしながら徐々にコミュニティを作っていく予定だったんです。だけど、あまりに人気が出てしまったので、まずはアプリケーションの改善を迫られたとい


  うのが実情なんです。


  われわれの会社は「Story telling company」だと考えていて、Instagramはユーザーが何か人生におけるストーリーを語る行為を、より簡単にするためのサービスだと思っています。ウェブに対応しなければいけないことはわかっているんですけど、Instagramの場合、iPhoneアプリはユーザーが何かを生み出すためのツールで、ウェブはそれを閲覧・消費するためのものという位置付けなので、優先度が低くなってるんですね。そもそもInstagramはFlickrのような写真ホスティングサービスに取って代わるような存在だとは思ってないんです。「あなたの進行中の人生を見せてください」というコンセプトのサービス。それがたまたま写真だったということで、スタートがそもそも違うんですね。


  津田：ユーザーからの要望として多いと思うんですが、ウェブ上には写真のURLはありますけど、ユーザー固有のURLはありませんよね。Twitpicのように、あるユーザの過去の写真を一覧で見るにはiPhoneアプリを使うしかありません。ほとんどアプリの裏側にある設計にしている意図はなんでしょう？


  ケビン：今対応しているところです。ユーザーページから「See more photo」を選択するとそのユーザーの写真を一覧できるようにしようと考えています。[*5]


  津田：なかなか仕様が変わらないので日本のユーザーには「制限をあえて設けて、制約を受け入れるユーザーのみを集めているのか」と深読みをしている人もいます。


  ケビン：短い時間でこれだけのユーザーが集まってしまったので、これを急に変えることでユーザーが離れてしまう恐怖感もあるんです。ただ、ユーザーにとって何がベストなのか考えたときに、最終的にはiPhone以外のユーザーとも共有できるようにしたいとは考えています。


  津田：Android対応、他のプラットフォームへの対応は考えていますか？


  ケビン：もちろん、ウェブバージョン、Androidバーションもいずれ必要になるとは考えていますが、優先順位としてはAPI開放が先です。あそこにいる彼はウェブ、あちらの2人はAPIの作業をしています。われわれの会社のスタッフは全部で4人です。[*6] 仕事が欲しい人は言ってください（笑）。今は会社としてスリムであろうと心がけています。人を雇いすぎると重要じゃないことに気を取られたり、フィーチャーを多く作りすぎて難しくなってしまいますから。


  津田：InstagramをInstagramたらしめているのは、612pxの正方形のサイズでしょうか。この明確な制限はどのような経緯から生まれたのでしょうか？


  ケビン：正方形にしたのはトリミングの必要のないフレンドリーなフォーマットであるからです。また、昔の中盤カメラ、正方形フォーマットの美的感覚も理由の一つです。ピクセルのサイズを612pxにしたのは、iPhoneアプリからスタートしたからです。iPhoneのスクリーンに最適化されているんです。


  津田：今まで投稿した写真の一括ダウンロード機能をリリースする予定はありますか？


  ケビン：ウェブ版で対応する予定です。[*7] iPhoneは今起きていることを記録したり見たりするデバイス。ウェブは過去に起きたことを見るデバイスだと考えています。


  津田：Tumblrユーザーから自分の付けたLikeをまとめてチェックできる機能がリクエストとしてきていますが、どうでしょうか？


  ケビン：よく聞かれます。現状のニュースタブには課題を持っています。今後Facebookのように他の人のLikeも見られるようにしたいと考えています。[*8]


  津田：activityが一定期間以上さかのぼれないのは、負荷軽減のためでしょうか？


  ケビン：サーバー負荷軽減のためと、最近起きたことを簡単に見せるためです。これから数カ月の間に、ニュースタブにはさまざまな改善がなされる予定です。


  津田：他のアプリからInstagramに直接アップロードできるようなAPI開放の予定はありますか？


  ケビン：Instagramはカメラアプリケーションであるとは考えていません。とはいえ、フォーマットが難しいので、そこの部分をどのようにするのか今考えています。


  津田：ポピュラー（人気の写真）に入るメカニズムは、どうなっているんでしょうか。


  ケビン：あまり詳しくは公表していないんですけど、単にフォロワーが多いかどうかだけでなく、面白い写真を撮っているかなど、いろいろなアルゴリズムを作ってシステム化しています。


  津田：投稿される写真は、目視でチェックしてるんですか？


  ケビン：はい。人的にやってるのは、不適切な画像の検閲ですね。ユーザーが報告してフラグが立った数が多いものからチェックしています。


  津田：検閲する際に削除する基準はあるんでしょうか。


  ケビン：わかりやすいものはヌードですね。ほかにもあるんですが、ここは説明が難しいところで……。一番大きい基準になるのは、AppStoreの基準をパスしなきゃいけないという部分ですね。


  津田：僕の知り合いのプロの女性カメラマンがInstagramを使っていて、ジョークグッズの「おっぱい」が道端に落ちていたのでそれをアートっぽい作品としてアップロードしたら削除されてしまったそうなんです。別の日に、おっぱい型のプリンをアップロードしたらそれは削除されなかった。「基準がわからないので釈然としない」と言ってました。


  ケビン：1秒に4枚の写真を処理しているので、すべてをパーフェクトにやるのは無理なんです。違反報告のフラグ立てについては、基本的にユーザーに任せているのでフラグが多く立ってしまうと落とされてしまうことも多いですね。


  津田：Instagramのもっとも大きな特徴は写真のフィルター機能だと思うんですが、どのようなコンセプトで作っていったのですか？


  ケビン：フィルターは基本的に全部僕が作っています。作ったフィルターをまずは社内でテストしてもらって、よかったら採用されます。


  津田：もともとレトロカメラが好きだったんですか？


  ケビン：子どもの頃からPhotoshopや古いカメラで遊ぶのが好きだったんですね。イタリアの写真学校時代にホルガで撮ることを勧められ、そこからカメラにハマりました。


  津田：かなり早い段階のバージョンからフィルターが入っていましたが、フィルターで楽しむことが前提のアプリだったのでしょうか？


  ケビン：リリースして最初の2週間はフィルターはなかったんです。フィルターをアプリに入れることは賭けでしたが、入れた途端にものすごい反響があった。Foursquareがブレイクしたきっかけがバッジ機能だったように、Instagramではそれがフィルターだったんですね。


  津田：フィルターはいくつまで増やす予定なんでしょうか。ほかの写真系アプリではフィルターをアプリ内課金で販売するというものもありますが、そうしたことも視野に入れているのでしょうか。


  ケビン：フィルターはもっともっと増やしたいと思っているんですけど、いったい何個が適切なのか、数字を探っているところです。課金に関しては、最初3つのフィルタは有料にする予定だったんですが、アップルのAppStoreのソフトにバグがあってそれができなかったので、無料にしました。結果的には、有料で売り上げを増やすより、無料にしてたくさんのユーザーに使ってもらうほうがいいと気づいて、現在は無料の方針でやっています。


  津田：フィルターもAPIのように仕様を公開して、オープンソース的にみんなが開発してユーザーが好きなものを組み込めるようにする。そのような方向性を考えたことは？


  ケビン：考えたことはあります。ただ、簡単ではないです。まずはフィルターギャラリーのようなものを公開して、そこに人々が応募できるような仕組みができたらクールだと思います。


  津田：今後のマネタイズは？


  ケビン：「いかにも広告」という形ではない広告の機会はありうると考えています。たとえばユニクロとかGAPが商品を面白いかたちで見せるとか。何かのブランドや商品にInstagramにsubscribeしてもらうとか、さまざまな可能性を探っている段階です。


  津田：日本の携帯電話向けソーシャルゲームは、基本プレイは無料で、回数制限のあるアイテムに課金して儲けるというマネタイズモデルになっています。Instagramもフィルタに回数制限を付けて有料課金にすれば、ものすごくマネタイズができるんじゃないか、と日本のIT業界関係者は言っていますが。


  ケビン：基本的なサービスについては絶対無料であるべきだと考えています。そのうえでパワーユーザー向けに有料化する可能性はなくはない。そんな感覚ですね。とはいえ、そこまで手が回っていないのも現状です（笑）。本当にお金を稼ごうと思ったら、細かく課金するのでなく、サービスとして本当によいもの作ってそれに価値を持たせるという形にしなければならないと考えています。どういう方法がよいのか、ほかの例を見て勉強してるところです。


  津田：iPhoneのカメラではご飯があまり美味しそうに取れないので、日本ではご飯をきれいに撮るだけのアプリがたくさんリリースされています。そのようなフィルターへの要望はないんでしょうか。たとえば勝手に湯気を足してくれるフィルターとか。


  ケビン：それはよく言われますね。こちらだと「Foodspotting」[*9]というアプリが人気ありますね。逆にこちらから伺いたいんですが、InstagramはFacebookやTumblrなど、外部のサービスと連携できますが、日本のマーケット向けに連携するといサービスは何かありますか？


  津田：日本の写真共有サービスですと、「フォト蔵」がいいんじゃないですかね。APIも公開されてますし。


  ケビン：mixiみたいなSNSはどうですか？ ローカライズにあたっては、単に翻訳するだけでなく、各国の関連性の高いサービスを取り入れるようにしていきたいんです。


  津田：mixiも対応したら人気出ると思いますよ。[*10] さまざまな写真共有サービスがある中で、Instagramがこれだけ日本でも受け入れられていることが個人的にとても新鮮だったんですね。そんなInstagramが生み出している新しいコミュニケーションとは、どのようなものだと考えていますか？


  ケビン：自分の友達が見ているものを自分に見せてくれる今までそういう触媒になるものを世界は待ち望んでいたと思うんですが、それは存在しなかった。なぜかというと、それは「写真を撮ること」自体を楽しくしてくれるような存在がなかったからなんだと思っています。Instagramがフィルターを装備して、写真を撮ることに喜びを加えたことで友達の見ているものをリアルタイムに見ることができる。そういうことを促進したんだと思います。Facebookでは1週間前の写真をまとめてアップロードするようなことが普通ですが、


  Instagramは今起きていることをみんなと共有できます。


  津田：僕も今までほとんど写真を撮る習慣がなかったんですが、Instagramが出てからは、めちゃめちゃ何でも写真を撮るようになりました。フィルターがあるから写真がうまくなったような気になるんですよね（笑）。


  ケビン：写真を撮るツールをクリエイトすることで、撮った写真を見るという行為もより楽しくなる。Foursquareのチェックイン機能も、チェックインすること自体はそれほど楽しくないですけど、バッジをもらえたりメイヤーになれたりすることで楽しくなったわけですから。


  津田：今のInstagramは「リアルタイム写真共有」ということが大きなコンセプトになっているわけですが、将来的に動画やチェックイン機能など、そういう方向に拡張していく考えは持っていますか。


  ケビン：動画については考えています。ただ、iPhoneのネットワーク速度の問題が大きいので、まだ計画の段階には至っていません。iPhoneもVerizonが参入しましたから、将来的には変わってるかもしれませんね。チェックインについては、多分ないんじゃないかな。あくまでビジュアル面が自分たちの方向性だと考えています。


  津田：現在アプリのダウンロード数はどのくらいですか？


  ケビン：ダウンロードしても使わない人がいるので、アカウント数で計算しています。100万から200万の間で200万に近いほうの数字です。200万もそんなに遠い話ではないと思います。数が増えているのは、インターナショナルのユーザーが増えているからです。実は「Instagramは初めての本当の意味での国際的なソーシャルネットワーキングサービスだ」と言われたことがあるんです。写真がメインなので、言葉の壁を越え、いろいろな国のユーザーがコミュニケーションできるんですね。


  津田：日本人でも外国の人の写真に「wao!」とか「beautiful!」とかコメントしてる人を見かけますね。その逆もよく見かけます。


  ケビン：僕の写真にも日本語のコメントがよく来るんですけど、なんて書いてるかわからないんですよね（笑）。


  津田：国によって「いいね！」やコメントの数が多く付く写真の傾向に違いがあったりするのでしょうか。


  ケビン：いや、それは明確にありますよ。日本人って何であんなにネコが好きなんだって思う（笑）。あとは食事の写真を撮影するのが好きですよね。僕らはあまり食事そのものを撮影して上げるって文化がないから、何でネコや普通の食事の写真に「いいね！」があそこまで付くのかわからない（笑）。


  津田：僕も何百枚も写真を上げているのでわかりますが、確かにネコと食事の写真は外さないですね（笑）。ネコや食事なら、なんてことないつまらない写真でも20や30は「いいね！」が付きますもん。逆に、アメリカ人が「いいね！」を付けたり、ユーザー受けがよい写真ってなんなんでしょう。


  ケビン：女の子の自分撮り写真ですね（笑）。


  津田：そうなんだ（笑）。日米間でそんなに明確に違いがあるもんなんですね。これからまだまだ日本のユーザーはどんどん増えていくと思いますが、彼らに向けてメッセージをお願いします。


  ケビン：自分たちが信じてるものが日本に受け入れられて、とてもうれしいです。日本市場はほかの海外と比べて、優先課題の一つです。


  津田：ありがとうございました！


  



  [*1] Instagramの最新のユーザー数は5000万人を突破している。


  http://jp.techcrunch.com/archives/20120413instagrams-user-count-now-at-40-million-saw-10-million-new-users-in-last-10-days/ http://jp.techcrunch.com/archives/20120409facebook-to-acquire-instagram-for-1-billion/


  日本人ユーザーの数が公表されていないため、現在の正確なパーセンテージはわからないが現在はブラジルなど他国のユーザーが増えたため、25％からは低くなっていると思われる。


  [*2] GPSなどの位置情報サービスを利用して自分がいる場所を報告し、コミュニケーションの起点を作るサービスや機能のこと。


  [*3] 2010年10月のリリース時はiPhoneアプリのみだったが、2012年4月3日にはAndroid版も登場した。


  http://instagr.am/android/


  [*4] インタビュー時は開始からわずか3カ月で100万人を集めたということで話題を集めたが、その後Facebookを上回る勢いでユーザーを集めている。


  [*5] この「See more photo」機能は現時点で搭載されていないが、InstagramのAPIを利用した「listagram」というサードパーティーのサービスがあり、こちらを使えばユーザーの写真一覧を確認することができる。


  http://listagr.am/


  津田大介の写真一覧→http://listagr.am/n/tsuda


  [*6] 現在は6人までスタッフが増えている。


  http://www.gizmodo.jp/2012/04/instagramfacebook_1.html


  [*7] 4月17日現在まだ搭載されていない。


  [*8] この機能は早いバージョンで対応された。


  [*9] http://itunes.apple.com/jp/app/foodspotting/id350727118?mt=8


  [*10] 最新のInstagramではmixiにも対応している。


  



  ▼ケビン・シストロム


  米Instagram社CEO（最高経営責任者）。グーグルを経て同社を設立。2010年10月から写真共有アプリ「Instagram」のサービスを開始。現在28歳。


  メディア／イベントプレイバック《part1》

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕


  vol.29《part1》のゲストは、2月の東北取材で宿泊した「南三陸ホテル観洋」の女将・阿部憲子さんです。この対談のもようはUstreamのアーカイブでもご覧いただけます。


  http://www.ustream.tv/recorded/20348506

  


  ◆「南三陸ホテル観洋」の女将に訊く南三陸の現状


  （2月10日 東北取材より）


  出演：阿部憲子（「南三陸ホテル観洋」[*1] 女将）、津田大介


  



  津田：本日は宮城県・南三陸町にある「南三陸ホテル観洋」におじゃましています。南三陸では3.11で、震度6弱の地震に見舞われ、津波によって大きな被害をこうむりました。[*2] 海のすぐそばに立地するこのホテルも、しばらくはその影響がありましたが、昨年7月から通常営業を再開しました。今回は女将の阿部憲子さんに、震災当時の出来事や再開までの道のりについて、お話を伺っていきます。まずは少しさかのぼって、このホテルの歴史からお話しいただけますか？


  阿部：ホテル観洋は1972年の創業で、今年で40周年を迎えます。創業者である私の父は、もともと魚の行商人で、港で魚を買い付けては車で販売していました。しかし1960年、チリ地震の影響で商売道具がすべて流されてしまったんですね。それで1961年、気仙沼に出て水産会社をおこし、[*3] その事業で得た資金をもとに、南三陸と気仙沼にホテル観洋を作りました。


  津田：今回の震災では、水産会社のほうも被害を受けたのでしょうか？


  阿部：はい。当時は気仙沼市、南三陸町、石巻市、大船渡市の9か所に工場がありました。いずれも海のそばに立地しているため、無傷だったのは1か所だけ。残りは大きな被害をこうむって、しばらくは稼動できませんでした。でも、なんとか操業を再開しようということで、まずは大船渡で出荷できる体制を昨年7月中旬に整えて、今年1月からは気仙沼にある小さな工場も再稼動し始めました。ただ気仙沼にあるメインの工場には、手の出しようがない状態です。気仙沼では、今回の震災で地盤沈下した影響で、街全体を嵩上げするそうなんですね。それが終わるまでは建築制限があって、民間ではどうしようもない状態です。[*4]


  津田：「気仙沼ホテル観洋」[*5] はどうでしたか？ 気仙沼市は震災時、津波に直撃され、タンクから流れ出した重油によって、市内では大規模な火災が発生しましたよね。


  阿部：おかげさまで高台にありますので、こちらのホテルより少ない被害で済みました。


  津田：阿部さんご自身は地震の瞬間、何をされていましたか？


  阿部：ちょうどこのロビー、海が見える窓際の席に座って、打ち合わせをしていました。すると地震が来たんです。通常よりも強い揺れでした。「まずはお客様に避難していただかなければ」と思い、通りをはさんだ向かい側にある託児所兼女子寮に誘導しました。そこはここよりも高台なので。その時、海をふと見たらすぐに変化がわかったんです。


  津田：「これは津波が来るな」と？


  阿部：ええ、色が墨色に変化していました。1960年に起こったチリ地震では、このホテルの目の前にあるあの大きな島、あそこまで歩いていけるほど波が引いたそうです。それで「引き潮になったから」と魚を捕りに行った人が犠牲になったと。その話を知っている人は、あの海を見たら、「これは大きいのが来るな」と緊張したでしょう。


  津田：阿部さんは実際、津波を目の当たりにされたんですか？


  阿部：視界には入ってきました。私たちはただ、祈るしかありませんでした。「危険な場所にいる人は、一刻も早く逃げてほしい」と。近くにいた住民の方々がこのホテルにもたくさん駆け込んできました。みなさん、流される街を見ながら泣き崩れていました。橋が落ち、道が寸断され、孤立してしまった時は、「この緊急事態は何日続くのか」と思いましたね。私は、できるかぎりみなさんを勇気づけなければと思ったそれだけです。


  津田：このホテルでは、具体的にどのような被害があったんですか？


  阿部：今私たちがいる地上階のロビーは5階にあたります。海面にほど近い1階と2階は、津波の被害で壊滅的な状態に陥りました。そこですぐに工事の方に駆けつけてもらって、復旧にあたってもらいましたが、作業が終わったのは7月でした。私たちが通常営業を再開した月です。


  津田：震災直後は、水道や電気のようなインフラも、すべて壊滅状態でしたよね。[*6]


  阿部：そうなんです。電気が止まっていたせいで、グループ会社の従業員800名の安否確認もできませんでした。本当に不安でしたね。唯一の情報源だったラジオも、電池が切れてしまえば聴けません。被害がいちばんひどかった地域は南三陸なのか、それとも石巻や気仙沼なのか、それすらわからない難しい状況の中、街を歩いて従業員の安否を直接確認しました。ホテルには自家発電の装置も用意してあったんです。けれど、ちょうどメンテナンスの時期だったため、うまく作動させられませんでした。それにしても、ライフラインの復旧には時間がかかるだろうと想定していましたが、予想以上に長かったですね。いちばん重要な水道が、4か月も使えない地域がほとんどだったわけですから。


  津田：南三陸全体が断水状態だった？


  阿部：はい。今振り返っても、この街の人たちはよくがんばったなと思います。手がかじかむほどの水温の時期、みなさん街中の川で洗濯されていて「私たちはいったい、いつの時代を生きているのだろう」と感じました。[*7] 「ここは発展途上国ではないのか」と。それもあってか、南三陸では人口の流出が目立ちました。[*8] 特に若い人たちは都市部に移動してしまいましたね。「早く何とかしないと、もっと人が減ってしまう」。私はそう思い、4月には紙皿で提供するスタイルの食事処をオープンしました。


  津田：周囲の方々は、みなさん被災されたわけじゃないですか。そうなると、食材の調達ルートを確保するだけでも一苦労ではないかと思います。そんな厳しい状況の中、なぜオープンしたのでしょう？


  阿部：完全な環境でなくても、まずは動き始めないといけないと思ったんです。そうすることで、変わることもあるのではないかと。スタート前は実を言うと、食材を揃えられるかどうかさえわからない状況でした。でも始めてみたら、「必要なら食材は何とか集めて納品しますよ」と、酒屋さんや農家さんをはじめ、たくさんの方が協力してくださったんです。料理にはホテル備え付けの貯水タンクの水を使いました。


  津田：水は元から溜めていたんですか？


  阿部：いいえ。3月19日に給水車が街に入りまして、水を20トンいただけたんです。当初はその水を料理に使うのではなく、お風呂に使っていました。近所の方やホテルに避難して寝泊まりされていた方を、代わる代わるご案内して。実は水道が復旧しないせいで、ずっと緊張の日々が続いていたんです。水がない生活では、お手洗いをはじめ、衛生面にも気を遣わないといけません。あの震災をせっかく生き延びたのに、不衛生による感染症が広がって、命を落としてしまっては仕方ない。もっと水があれば、不自由な生活をしている方たちの環境も、少しはよくなるのではないかそう思い、南三陸町に「給水車を増やしていただけませんか」とお願いしました。実際動いていただくのは、簡単なことではありませんでしたね。けれど4月下旬に80トンの水をまたいただくことができました。


  津田：お店を始めてみて、お客さんの入りはどうでした？


  阿部：始める前は、すごく不安だったんです。今まではネットや新聞で広告を出していたけれど、今回はそういう手段で開店をお知らせすることができません。そこでスタッフが「営業中」という手作りの看板を作ったところ、ある若者が大通りでそれを高く掲げてくれたんです。車で通行している方たちがそれを見て、たくさんお店に来てくださって初日はすぐに満席になりました。若者の好意がとてもうれしかったし、「動き始めることで進むこともあるんだ」と実感しましたね。「復興には若い世代の力が欠かせないな」と感じた瞬間でもありました。


  津田：ホテルが営業を再開した昨年7月は、まだ南三陸は観光客が気軽に訪れられるような状態ではなかったですよね。「どれだけお客さんが来るか」と不安だったのではないですか？


  阿部：おっしゃるとおりです。被災地には人がいません。だから観光客の方々「交流人口」を増やすことが、復興にあたって非常に重要だと思ったんです。「街」って、人がいないと成り立たないですから。


  津田：でも真面目な人ほど、「被災地に足を運んではいけない」と考えてしまうんですよね。身近にいる人の話を聞いていても、「行ったら迷惑になるんじゃないか」「観光気分で行くなんて失礼なんじゃないか」と身構えてしまうみたいです。


  阿部：私たちは3.11に遭遇し、たとえ小学生であっても「自分の命は自分で守らないといけない」という事態に直面させられました。当時どのような状況だったかそれは実際、体験した人に聞いてみないことには、わからないと思うんです。残念ではあるけれど、今後も確実に自然災害は発生します。防災・減災意識を高めるためにも、被災地に直接足を運んでいただくことが大切ではないかと私は思っています。


  津田：今回の取材の途中、南三陸町の歌津にあるほぼ全壊したガソリンスタンドで給油したんです。そうしたら、そこに立っていた看板に「津波のバカ！ でもがんばっぺ!!」と書かれてて……それを見て、涙が出そうになりました。


  阿部：ありますね、あの看板。津波による被害は、海沿いに住んでいる人たちだけの問題ではありません。私たちのホテルでは、たまたま国道を走っていた営業マン、東京の方や内陸部の方など、さまざまな方が集まって、一緒に避難生活を送りましたから。


  津田：このあたり一帯は、漁業と観光が支えていた地域ですよね。しかし漁業をすぐに再開することは難しく、観光が担うべき部分が必然的に大きくなる。


  阿部：はい。多くの方に来ていただくだけで、私たちは救われるんです。「人が来ない」という理由で「この街で店を再開していいのか」と岐路に立たされている商店主のみなさんも、たくさんいますから。地域がもっと元気になれば、街の復興も早まります。このことは、ぜひみなさんにわかっておいていただきたいんです。


  津田：被災の爪あとが残る南三陸は、今しか見られませんからね。


  阿部：ええ。ここを訪れた方は、「もっと復興が進んでいると思っていた」と驚かれます。私たちも努力していかないといけないし、他の地区に住む方との連携も密にしていきたい。できるだけ早い段階でいろんな方に来ていただき、共に歩んでいけるとありがたいと思っています。


  津田：南三陸ホテル観洋が営業を再開して、約半年が経ちました。状況はいかがですか？


  阿部：だいたい8割方、元に戻りました。今はおかげさまで、視察旅行や初めての東北観光に使ってくださる方も多いです。家族連れの方は通常、お母さんが宿を決めているのですが、震災直後はお父さんが主導権を握っていたのが興味深いですね。自分の子どもに被災地で何か学ばせたいと考えているお父さんが多いのでしょう。「震災の記憶を風化させてはいけない」と思ってくださるのか、会社のお仲間やお知り合いを紹介してくださる方も増えました。それにお帰りの際の「また来ます」は、今まであればリップサービスの意味合いが強かったのが、震災以降は本当にまたすぐ来てくださいます。それは印象的ですね。


  津田：僕は去年の9月、NHKの『地球イチバン』という番組の企画で10日間ほど、セーシェル共和国に行ってきたんです。[*9] ここはマダカスカルの北にある小さな島国で、主な収入源は漁業と観光業なんですね。そういう意味では、日本とよく似た国なんですけど、「自然」を売りにお金に余裕のある観光客から外貨を獲得し、福祉を充実させているんですよ。国民の医療費や教育費は全額無料。セーシェルに行ってからというもの、「このモデルは東北でも応用できるんじゃないかな」と考えているんですね。東京から被災地に募金するより、現地に来るほうが、より支援のレベルが高いというか。


  阿部：私は震災以降、「つながる」ことって興味深いなと思っているんです。一度訪れた方がまた来てくださって、お知り合いに声をかけてくださって、ご縁が広がっていく。これは本当にありがたいです。


  津田：僕も震災以前は東北に縁がなかったんです。でも取材でずっと東北を回っていると、車の窓から見える風景も非常にきれいだし、食べ物もおいしいし、すごく好きになりました。


  阿部：それはうれしいですね。現地の人間だけではできることに限りがあります。ほかの地域にいる人たちが、東北を第二の故郷のように思ってかかわってくださったり、「みんなで東北を作ろうよ」と言ってくださったりするのは、励みにもなります。震災に見舞われたこの土地を、できるだけ多くの方に訪れていただき、事実を風化させないで伝えていく。これが、無念の思いで命を落とした方々に対する私たちの使命です。


  津田：今後さらに復興を推し進めていくには、何が必要でしょう？


  阿部：「誰かが何とかしてくれる」と考えていては、何も進まないなと思っています。「自分には何ができるか」「わが社には何ができるか」を具体的に考えていきたいですね。私たちは今、このホテルで寺子屋をやっているんです。[*10] 震災後、住民の方とお話ししていた時、若いお母さんが「子どもたちの教育が心配だ」とおっしゃったんですね。それで勉強を教える場を設けることにしたんです。今はボランティアで集まった大学生の方々が、先生をやってくださっています。


  津田：実際やってみて、反応はいかがですか？


  阿部：お子さんは本来、勉強の場から逃げたがるものですよね。それがみんな、よろこんで来てくれるんですよ。震災直後はご家族の方も、ずっと辛い表情をされていたんじゃないかと思うんです。ところがこの寺子屋に来ると、優しいお兄さん、お姉さんが勉強を教えてくれて、話し相手にもなってくれる。子どもたちにとって、居心地のいい場所なんでしょう。だから登録人数はすぐに増えました。6月19日から始めて、子どもたちの登録人数はすでに100名以上になっています。


  津田：それはすごいですね。


  阿部：意外な効果もあります。行政が復興にあたって掲げる10年先、30年先を見通した計画は、お年寄りの方たちにとって、希望をつなぐようなものにはなりません。その10年が待てない場合もありますから。ところがお孫さんがこちらで学んで進学先が決まったり、成績が上がったりすることが生きがいになっているようなんですね。


  津田：では最後に、被災地をより直接的に支援するため、南三陸を訪れたいと思っている人に向けて、南三陸ホテル観洋のセールスポイントを教えていただけますか？


  阿部：このホテルは海に面していますので、雄大な景色をパノラマでお楽しみいただけます。お部屋の窓辺にカモメやウミネコが寄ってくるのもお客様によろこばれています。新鮮な海の幸も少しずつ復活しています。海から昇る日の出もまた、非常に特徴的です。


  津田：露天風呂からも日の出が見えるんですよね。


  阿部：ええ、お部屋からも大浴場からもご覧になれます。


  津田：僕はまだ日の出を見ていないので、明日早朝に起きて、Ustreamで中継してみたいですね。


  阿部：あら、すばらしいですね。ありがたいです。


  津田：では明日中継しましょう。配信スタッフが非常に渋い顔をしていますけれども……（笑）。本日はありがとうございました。[*11]


  



  [*1] http://www.mkanyo.jp/


  なお南三陸ホテル観洋は2012年1月20日、「プロが選ぶ日本のホテル・旅館100選」の総合28位に選ばれている。


  http://www.sponichi.co.jp/society/news/2012/01/21/kiji/K20120121002472860.html


  [*2] 現在までに判明している南三陸町の被害状況は以下のページにまとまっている。


  http://www.town.minamisanriku.miyagi.jp/modules/gyousei/index.php?content_id=289


  [*3] この水産会社は1968年、「株式会社阿部長商店」となった。


  http://abecho.co.jp/


  [*4] 被災地の建築制限については、以下のページに詳しくまとまっている。


  http://www.pref.miyagi.jp/kentaku/110311_earth/kenchikusidou/110511_seigentokurei.htm


  [*5] http://www.kkanyo.jp/


  [*6] 2011年10月7日までの被災地における水道の復旧・復興状況は、以下の資料にまとまっている。


  http://waterforum.jp/twj/wscj/mtg/doc/the_great_east_japan_earthquake/1.pdf


  [*7] 南三陸における水道の状況や復旧の過程は、各種新聞でも報じられている。


  http://www.asahi.com/special/10005/TKY201106010818.html http://www.yomiuri.co.jp/national/news/20110603-OYT1T00404.htm


  なお、民主党議員・中妻じょうた氏のブログでは、阿部さんに取材した記事が掲載されている。


  http://nakatsuma.jp/wordpress/?p=106


  [*8] 被災地からの人口流出については、以下の記事に詳しい。


  http://www.kahoku.co.jp/spe/spe_sys1071/20120306_01.htm


  [*9] http://www.nhk.or.jp/ichiban/archive/a7/index.html


  [*10] 南三陸ホテル観洋の寺子屋については、以下の記事に詳しい。


  http://business.nikkeibp.co.jp/article/manage/20110926/222803/?P=3


  [*11] 女将の阿部さんへの取材記事は、ほかにもネットで読めるものがある。


  http://www.zakzak.co.jp/people/news/20110721/peo1107210940000-n1.htm http://www.sankeibiz.jp/business/news/120216/bsl1202160501002-n1.htm http://nikkan-spa.jp/76586


  



  ▼阿部憲子（あべ・のりこ）


  「南三陸ホテル観洋」女将。1962年生まれ。宮城県気仙沼市出身。1983年に実家の水産加工会社「阿部長商店」に入社し、観光部門を担う「南三陸ホテル観洋」に配属される。1988年から現職。質の高いサービス、太平洋が望めるロケーション、各種企画ほか、総合的な宿泊事業が評判となる。2009年、第34回「プロが選ぶ日本のホテル・旅館100選」と「人気温泉旅館ホテル250＝五つ星の宿」に選出された。


  メディア／イベントプレイバック《part2》

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕


  vol.29《part2》のゲストは、2月の東北取材でお会いした宮城県南三陸町伊里前地区の伊里前契約会会長・千葉正海さんです。この対談のもようはUstreamのアーカイブでもご覧いただけます。


  http://www.ustream.tv/recorded/20358347

  


  ◆『思想地図β2』その後伊里前契約会の高台移転構想はどこまで進んだのか


  （2月11日 東北取材より）


  出演：千葉正海（伊里前契約会会長）、津田大介


  



  津田：現在、宮城県南三陸町伊里前地区にある「平成の森」仮設住宅 [*1] におじゃましています。今回お話を伺うのは、昨年5月にも取材させていただいた伊里前契約会会長の千葉正海さんです。


  千葉：よろしくお願いします。


  津田：ご無沙汰しています。昨年初めてお会いした時は、千葉さんが会長を務める「伊里前契約会」という「講（こう）」ローカルなコミュニティについてお話を伺いました。江戸時代から続く伊里前契約会。今回の津波によって、彼らが住まう伊里前地区は甚大な被害を受けました。そこで契約会では、「自分たちで一度街を作ろう」という復興プランを自発的に打ち立てたんですよね。しかも、自分たちだけでなく、新しく入ってきた住民も含めて移住を考えた僕はこの話を千葉さんからお聞きして、感銘を受けました。それで昨年9月、「震災以後」と銘打って刊行された『思想地図β』という雑誌のvol.2にも、「ソーシャルメディアは東北を再生可能かローカルコミュニティの自立と復興」と題し、伊里前契約会に関する原稿を寄稿したんですよね。[*2]


  千葉：昨年5月にお会いした時は、避難場所になっていた小学校のテントの、物資が積み重なった場所でお話ししたんですよね。懐かしいです。


  津田：その後、南三陸町や伊里前地区に変化はありましたか？


  千葉：先ほども津田さんにご説明いただいたとおり、もともとは「高台の土地に移住して、もう一度街を作ろう」という話になっていました。その前提で、とにかく早く話を進めようとして、県や行政の人たちとも調整している段階だったんです。お盆過ぎには、テレビや新聞でも、その集団移転の話が報道され始めました。しかし、震災から約11か月が経った今、時間が過ぎたせいか、少しずつ意思のズレと言いますか、意見の食い違いが出てきまして……。「私たちはここで生まれ育ったから、やっぱりこのまま同じ場所で過ごしたい」という方が増えてきたんです。


  津田：以前お会いした5月の段階では、住民の意思はまとまりつつあり、土地も用意できそうな段階まできていた。あとは行政による決定を待つというところでしたよね。


  千葉：そうですね。当時はみんな、高台に移りたいという意識が強かったのですが、日が経つにつれて、少しずつ変わってきました。


  津田：確か「第三次補正予算の結果次第で、高台移転がどの程度プランどおりに進められるか決まる」というお話でしたよね。そして昨年11月、第三次補正予算案が可決され、土地の買い上げや造成といった「高台移転」の費用を、国が全額負担することになりました。プランが実行に移せるような土台が整ったわけですよね。にもかかわらず、あまり話は進んでいない？


  千葉：ええ、みんな昨年8月には避難所から仮設住宅に移って、そこから時間が経ったせいなんでしょうかね。さまざまな家族がいますから、考え方が状況によって、それまでとは違ってきても仕方ありません。集落すべての世帯が被災した村と、半分くらいの世帯が残った村では、考え方がまったく違っているようです。[*3]


  津田：すべての世帯が被災したところでは、意思統一も比較的しやすい？


  千葉：そうみたいです。地域のみんなでほかの場所に移住しようという「集団移転」[*4] をめぐっては、「親類の土地が近くにあるなら、個々に移転すればよい」という声も上がっていまして。ツテのある人の中には、町外や県外に出る人も多いです。南三陸町全体で考えれば、1000人規模で人口が減ったでしょうね。[*5]


  津田：今までのコミュニティを維持したまま、ほかの土地に移転するそのために「集団移転」という手段が当初考えられたわけですよね。しかし、個々に移転するとなると、そのコミュニティはバラバラになってしまいます。国は昨年12月末、「復興特別区域基本方針（案）」を決定し、被災地を今後どうしていくかという方針を示しました。[*6] けれど、そのころには住民の心はひとつではなくなっていて、意思統一が難しくなってしまったのかなと。僕がお会いした中にも、「もっと早く見通しが立っていれば、それに向けて動けたのに」とおっしゃる方がいました。


  千葉：そうですね。何か目標があればよかったけれど、実際のところは何もなかったわけです。先が見えなくて、日々不安だけがあるんですよ。それでも我々は、家業後回しで高台移転のために動いてきました。しかし、どうも国に気持ちが通じていないようなもどかしさがありますね。「時間がない」という焦りはいつも感じています。契約会のOBや契約会が持っている土地の提供にも協力してもらったけれど、あまり進んでいないのが現状です。同じ場所に住み続けたい人や、県外に避難していた人がまた戻ってくる時にも、もっと柔軟に対応できればいいんですけど。


  津田：伊里前契約会としては「高台の土地に住みたい人は誰でもどうぞ」というオープンなスタンスだけど、行政はそうではない？


  千葉：そのようですね。


  津田：なぜなんでしょう？


  千葉：きっといろいろな制約や、費用的な問題があるんでしょうね。でも土地はちゃんと用意できているし、地域の人たちからも「あそこならいいんじゃないか」という話が出ています。一刻も早く高台移転を実現できるように話し合いたい。何回失敗してもいいから、声を上げ続けるべきだなと思っています。


  津田：ちょうど昨日2月10日、被災地の復興を担うため、10年間の時限組織として「復興庁」が発足しました。[*7] これで現場の声が国に届きやすくなるといいですよね。


  千葉：ただね、地域の声はもちろん一番大切だけど、もう時間が経ちすぎてしまった。だから国の意向があれば聞くし、お互いに妥協点を探らないと、いつまでも平行線なんですよ。


  津田：そうですね。被災地を回っていると、地区によって復興状況にかなり差があるように思うんです。[*8] たとえば被害の大きかった岩手県陸前高田市では復興が急ピッチで進んでいる印象ですが、この南三陸町では全然進んでいないと感じます。


  千葉：そうですね。残念ですが……。


  津田：復興が思うように進まない状況がある中、何かよい兆しを感じることはありますか？


  千葉：街の入り口に三嶋神社の鳥居があるでしょう？ あの三嶋神社は昔から契約会と関係があって、春と秋の例祭も私たちが継承しているし、4年に1度は大祭もやっているんですね。だけど大祭で使うおみこしが、あの津波で流されちゃって……。でも、あるボランティアの方が「静岡の裾野市にも三嶋神社がある」と教えてくれて、連絡を取ってみたんです。そうしたら、裾野の三嶋神社にはおみこしが2つあるそうで、そのうち1つをこちらにいただけることになったんです。この3月に引き渡しの式典をする予定で、現在、その準備を整えているところです。[*9]


  津田：みんなが集まれるように、集会所も新たに作っているんですよね。


  千葉：ええ。行政にはずっと前からお願いしていたんだけど、「手が回らない」と言われていまして。でも「チーム日光」[*10] という栃木県のボランティアの方々が、「竪穴式住居なら作れます」と言ってくださって、土地を借りて許可を得たんです。これはまだ作っている途中で、完成は5月下旬の予定です。最終的には街に寄付して、伊里前の復興のシンボルにしていこうと思っています。[*11]


  津田：完成したら集会もできるし、ちょっとしたイベントも行える。


  千葉：そうなるといいですね。われわれはずっと文明的な生活をしてきて、こんな大きな地震が来るとも、津波ですべて流されてしまうとも思ってなかった。だからこそ、日本人の原点でもある竪穴式住居で、みんなで話し合う機会を持ちたい。「チーム日光」の方と私とで、そこは共感した部分でしたね。


  津田：千葉さんは、この前僕にお電話くださって、「ほかの被災地ではどうしているのか」と訊かれましたよね。


  千葉：ああ、やっぱり気になるんですよ。


  津田：やはり情報の共有は重要でしょうか？


  千葉：そうですね。津田さんと去年、避難所のテントで会った時には何も情報がなくて、「われわれが今、どんな状況にあるのか」をいちばん知りたかった。それは今も変わらないですね。


  津田：復興庁をはじめとする官公庁では今、どんな政策について論じているのか、そして現在はどんなプロセスにあるのか僕はそういう情報がわかるメディアを作ろうと、準備を進めているところです。情報の流れをよくすることで、少しでも復興の後押しができればいいなと思っていまして。


  千葉：本当にありがたいですね。津田さんのようなメディアの人たちと知り合えた影響は大きい。最近では、私たちの一家が震災前に行っていた牡蠣養殖をまた始められるよう、ボランティアの仲間が「結っこ基金」という活動をして、支援金を募ってくれています。[*12] 4月頃からは、牡蠣の仕事もまた始めようかと思っているところなんです。


  津田：千葉さんは牡蠣の養殖とともに、漁業もされていたんですよね。そちらは復活の見込みが立ってきましたか？


  千葉：震災前は30隻くらい船を動かしていたんだけど、今それをやろうとしたら何千万円もかかるから、まずは1隻でも2隻でも、残った船を動かそうと思っています。


  津田：僕は昨年末、宮城県石巻市に取材でおじゃましたんです。その時、「木の屋石巻水産」[*13] という水産加工品メーカーの方にお話を伺ったところ、「津波によって海底の土がきれいになった場所もあるという話もある。そうポジティブに捉えてやり直すしかない」とおっしゃっていたんです。[*14] それが非常に印象的でした。


  千葉：そのとおりですね。もう、やるしかないんですよ。それでダメだったら、また考えればいいし。


  津田：南三陸の復興には、しばらく時間がかかるでしょう。ボランティアもまだ必要とされています。興味のある方はぜひ、訪れていただきたいですよね。


  千葉：ええ、よろしくお願いします。


  津田：今日はありがとうございました。[*15]


  



  [*1] http://ameblo.jp/konya7/


  [*2] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4990524314/xtcbz-22


  [*3] 高台移転のその後については、以下に概要がまとまっている。


  http://www.mbs.jp/voice/special/201203/05_35.shtml


  [*4] 防災集団移転促進事業については、以下にその要旨がまとまっている。


  http://www.mlit.go.jp/crd/city/sigaiti/tobou/g7_1.html


  被災地住民の集団移転をめぐっては、次のような報道が行われている。


  http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/shizuoka/news/20120409-OYT8T01012.htm


  http://www.kahoku.co.jp/news/2012/04/20120411t11021.htm


  http://www.kahoku.co.jp/shasetsu/2012/04/20120413s01.htm


  [*5] 「住民基本台帳人口移動報告」の平成23年度（2011年度）報告によると、南三陸町は「転入・転出超過数上位20市町村」の9位にランクインしている。その転出数は1628人にも及ぶ。


  http://www.stat.go.jp/info/shinsai/pdf/1youyaku.pdf


  [*6] http://www.reconstruction.go.jp/topics/2011/12/000394.html


  [*7] http://www.reconstruction.go.jp/


  http://gendai.ismedia.jp/articles/-/31754


  [*8] 本メルマガvol.18では、2012年1月5日〜1月12日の時点で、被災地の各自治体が復興にあたってどのような支援を受けているか調査した。詳しくは該当号をご参照のこと。


  [*9] http://minamisanriku-mall.com/reported/index.cgi


  [*10] http://ameblo.jp/fifasannsou/


  [*11] 竪穴式住居（正式名は「南三陸町歌津迎賓館『鍵』」の室内写真は以下から見られる。


  http://ameblo.jp/fifasannsou/entry-11192741467.html?frm_src=thumb_module


  [*12] http://www.maruta-takuyo.co.jp/


  [*13] http://kinoya.co.jp/eccube/


  [*14] 本取材のもようは本メルマガvol.22の「今週のニュースピックアップ Expanded」に掲載している。


  [*15] 以下のサイトにも今回お話を聞いた千葉正海さんへのインタビューが上がっている。


  http://kibounogakkou.jp/wp/keyperson/?p=350


  



  ▼千葉正海（ちば・まさみ）


  1955年生まれ。牡蠣漁師二代目。伊里前契約会会長。2011年10月からは、株式会社マルタ拓洋水産を設立、代表取締役に就任。


  津田大介クロニクル

  


  僕が過去に書いた原稿の中から、今読み返してみると面白そうなものを選んで掲載します。雑誌ライター時代のものから、IT・音楽ジャーナリストとして活動を始めた頃の原稿まで、書かれた時代背景を思い出しながらお楽しみいただければ幸いです。〔不定期配信〕


  今回は現在国会で審議されている著作権法改正案に違法ダウンロードの刑罰化が加わりそうな件 [*1] について、2008年に寄稿したダウンロード違法化の問題点を解説する原稿を再掲します。

  


  ◆「ダウンロード違法化」ほぼ決定 その背景と問題点


  （ITmediaニュース 2008年10月24日記事より）


  



  違法録画・録音物のダウンロード違法とする「ダウンロード違法化」がほぼ決定した。「ダウンロード違法化」とは何か、著作権法のどこが変わるのか、ユーザーにはどんな影響があるのか解説する。


  10月20日、約3カ月ぶりに開かれた文化審議会著作権分科会の「私的録音録画小委員会」において、2006年以来争点となっていたiPodに代表されるメモリーオーディオへの課金を見送ることと、著作権法第30条の範囲を見直すことが確認された。[*2]


  委員会を主管する文化庁はこの骨子に従い報告書案をまとめ、来年の通常国会に著作権法改正案を提出する見込みだ。改正後は、インターネット上に置かれている権利者に無許諾で複製された「“音楽”と“動画”の違法ファイル」をダウンロードする行為は違法になる。[*3]


  



  ■「30条の変更」と「ダウンロード違法化」の関係


  そもそもなぜ著作権法第30条の変更が違法な音楽・動画ファイルをダウンロードすることを違法にするのか。それを知るには著作権法の当該条文を読み解く必要がある。


  （著作権法より引用）

  


  第30条　著作権の目的となつている著作物（以下この款において単に「著作物」という。）は、個人的に又は家庭内その他これに準ずる限られた範囲内において使用すること（以下「私的使用」という。）を目的とするときは、次に掲げる場合を除き、その使用する者が複製することができる。


  （1）　公衆の使用に供することを目的として設置されている自動複製機器


  （複製の機能を有し、これに関する装置の全部又は主要な部分が自動化されている機器をいう。）を用いて複製する場合


  （2）　技術的保護手段の回避（技術的保護手段に用いられている信号の除去又は改変（記録又は送信の方式の変換に伴う技術的な制約による除去又は改変を除く。）を行うことにより、当該技術的保護手段によつて防止される行為を可能とし、又は当該技術的保護手段によつて抑止される行為の結果に障害を生じないようにすることをいう。第百二十条の二第一号及び第二号において同じ。）により可能となり、又はその結果に障害が生じないようになつた複製を、その事実を知りながら行う場合


  2　私的使用を目的として、デジタル方式の録音又は録画の機能を有する機器（放送の業務のための特別の性能その他の私的使用に通常供されない特別の性能を有するもの及び録音機能付きの電話機その他の本来の機能に附属する機能として録音又は録画の機能を有するものを除く。）であつて政令で定めるものにより、当該機器によるデジタル方式の録音又は録画の用に供される記録媒体であつて政令で定めるものに録音又は録画を行う者は、相当な額の補償金を著作権者に支払わなければならない。

  


  この30条は、個人が著作物を私的な目的で限定的に利用する場合に限り、著作権を持つ権利者に許諾を得ずに複製（コピー）することを認めたもの。日本の著作権法には30条があるため、個人が音楽CDをPCにリッピングしたり、テレビ番組をビデオやHDDに録画することは合法とされている。


  ただし、私的複製目的であれば何でも自由にコピーできるというわけではない。限定された範囲内でなければコピーは合法にならない。条文の「個人的に又は家庭内その他これに準ずる限られた範囲内において使用する」という部分は、コピー目的が個人的なもの、もしくは同居する家族のためならOKという意味であり、家族ではない他人や友人にコピーするのはNGとなる。


  ただし「その他これに準ずる限られた範囲内」という指定をしていることから、家族ぐるみの付き合いをしている非常に親しい友人であれば範囲内に含まれると解釈する法律家もいる。このあたりはグレーだが、いずれにせよ1つの音楽CDや録画したテレビ番組を、複数のクラスメイトや職場の同僚にコピーして配って回るというのは私的複製の範囲外となる。


  もう1つ重要なポイントが「使用する者が複製することができる」という点だ。これはつまり、使用する（著作物を楽しむ）者でない人間・業者がコピーする場合、私的複製の対象外になるということ。いくら自分で購入した著作物で、自分が楽しむためにコピーする場合であっても、他人や業者に頼んで「コピーしてもらう」という行為は私的複製ではなく、違法行為になる。


  加えて1項の柱書（1）（2）で指定されている行為は私的複製の例外として、通常の私的複製の範囲内でコピーしても違法行為とみなされる。「1」は分かりにくいが、ボタンを押せば自動的にコピーが行われるような機械が「公衆の使用に供する目的として設置されている」、つまり誰でも使える状態になっている場合、その機械を使ってコピーするのは私的複製であってもNGだ。


  もう1つの「2」は1999年の著作権法改正で盛り込まれた大きな変更点で、「技術的保護手段の回避」を行い、コピーをする行為が違法となった。技術的保護手段とは平たく説明すればコピーガードのこと。複製をできないようにするDRM技術を組み込んだコンテンツに対して、それを外してコピーする行為は私的複製の範囲外になった。


  



  ■30条2項と「iPod課金」の関係


  2項は、デジタル録音や録画の私的複製について、消費者が権利者に対して


  「補償金」を支払うことを定めた規定だ。


  補償金導入以前は、日本には私的複製を認める30条があるおかげで、長年消費者は自由に音楽やテレビ番組をコピーすることができた。


  しかし権利者は、デジタルで複製できる機器が進化したことで、消費者が正規品を購入する機会が減り、権利者が本来得られるはずの利益が損なわれているという問題意識を抱えており、欧米の一部の国で導入されている複製機器やメディアに一定の割合で補償金をかけ、そこから得られる利益を徴収する補償金制度の導入を長年文化庁に要望していた。


  こうした背景の中、1992年には権利者の要望を受けた形で日本にも私的録音録画補償金制度が導入され、現在に至っている。


  補償金の対象機器・メディアは、時代背景や新しい機器の登場に合わせ、その都度個別に政令で指定することとなっており、現在は録音でDAT、DCC、MD、音楽用 CD-R、音楽用CD-RW。録画でDVCR、D-VHS、MVDISC、DVD-R、DVD-RW、DVD-RAMとなっている。


  ただし30条2項で補償金の課金対象となっているのは、録画・録音機器とメディアが別々になっている「分離型専用機器」「専用記録媒体」のみ。HDDレコーダーやiPodのように機器とメディアが一体になっている「一体型機器」に課金するには同項の改正が必要になる。


  2002年以降急速に普及してきたiPodに代表されるシリコン（メモリー記録型）オーディオ機器を対象機器に含めるよう同項を改正するかどうか、ここ数年の補償金問題を巡る大きなトピックとなっていた。いわゆる「iPod課金」問題だ。


  2006年より開催された私的録音録画小委員会は、2005年にこの問題を話し合っていた文化庁の文化審議会著作権分科会法制問題小委員会でシリコンオーディオ機器を含めるかどうか委員の間で意見が真っ二つに割れたことを受け、新たにこの問題を中心に話し合う場として設けられたという経緯がある。[*4]


  



  ■30条改正とは


  では具体的に30条の改正とはどのような内容なのだろうか。基本的には昨年10月に公開された文化審議会著作権分科会私的録音録画小委員会中間整理 [*5] に書かれている。該当する箇所は中間整理案100ページより始まる第2節だ。104ページには検討結果としてダウンロードを違法化した理由が書かれている。


  （私的録音録画小委員会中間整理から引用）

  


  （2）検討結果


  a 違法録音録画物、違法サイトからの私的録音録画


  i 第30条の適用範囲からの除外


  この利用形態については、具体的には、海賊版からの録音録画、複製物の提供を目的とした違法なダウンロード配信サービスを利用した録音録画、ファイル交換ソフトを利用したダウンロード等が想定されるが、前述の利用実態を踏まえれば、


  ア ベルヌ条約のスリー・ステップ・テストに照らして考えてみても、通常の流通を妨げる利用形態であり、権利者側としては容認できる利用形態ではないこと


  イ 利用秩序の変更を伴うが、違法サイトからの録音録画が違法であるという秩序は利用者にも受け入れられやすいこと


  ウ 個々の利用者に対する権利行使は困難な場合が多いが、録音録画を違法とすることにより、違法サイトの利用が抑制されるなど、違法サイト等の対策により効果があると思われること


  エ 効果的な違法対策が行われ違法サイトが減少すれば、録音録画実態も減少することから、違法状態が放置されることにはならないこと


  などから、第30条の適用を除外することが適当であるとする意見が大勢であった。なお、この点について、仮に補償金制度で対応するとすれば、莫大な補償金が必要となることも理由の一つではないか、とする意見があった。


  これに対して、違法対策としては、海賊版の作成や著作物等の送信可能化又は自動公衆送信の違法性を追求すれば十分であり、適法・違法の区別も難しい多様な情報が流通しているインターネットの状況を考えれば、ダウンロードまで違法とするのは行き過ぎであり、インターネット利用を萎縮させる懸念もあるなど、利用者保護の観点から反対だという意見 [*6] があった。

  


  これらの理由により、30条の変更が委員会として承認された。


  



  ■「録音録画限定」「情を知って」「罰則なし」ダウンロード違法化のポイント


  もっとも、単にダウンロードを違法化するといっても、一般ネット利用者にとっては、ネットに上がっている情報で何が適法なもので、何が違法なものかは分かりにくい。たまたまクリックしたリンクで違法なデータをダウンロードしてしまい、よく分からないうちに「逮捕」されてしまったらたまったものではないだろう。私的録音録画小委員会では、実際の運用において消費者に不便がかからないよう、いくつかの「条件」が設定されている。


  （私的録音録画小委員会中間整理から引用）

  


  ii 第30条の適用範囲から除外する場合の条件


  違法サイトであることを知らないで利用した者についてまで権利侵害にするのは行き過ぎではないか、あるいは権利侵害といっても個々の利用行為ごとに見れば権利者に与えている被害は軽微なものではないかなどの指摘があり、利用者保護の観点から、次の点について法律上の手当が必要であるとされた。


  ア 第30条から除外する行為について、例えば、違法サイトと承知の上で


  （「情を知って」）録音録画する場合や、明らかな違法録音録画物からの録音録画に限定するなど、適用除外する範囲について一定の条件を課すこと


  なお、この点に関しては、利用者への趣旨の周知に努めるとともに、利用者が明確に違法サイトと適法サイトを識別できるよう、適法サイトに関する情報の提供方法について運用上の工夫が必要と考えられること


  イ 第30条から除外する行為は、「複製」一般ではなく、権利者の不利益が顕在化している「録音録画」に限定すること


  ウ 第30条の適用がない私的目的の複製については、犯罪としては軽微なものとして従来から罰則の適用を除外しているので（第119条第1項）、本件についても同様とすること


  なお、これに対して、権利者が利用者に対し本当に権利行使できるかという疑念が残るが、今の状況を放置しておくわけにはいかないので、例えば「著作物の通常の利用を妨げるものであってはならず、かつ著作者の正当な利益を不当に害するものであってはならない」との但書を加え、個別の事案に即して違法性を判断するのも一案ではないかという意見があった。

  


  個別に解説すると、「ア」は「情を知って」という条件が付くということだ。これは要するに「ダウンロードするファイルが違法なものであると知った上で、ダウンロードする場合のみ違法になる」ということで、違法であると知らない、あるいはよく分からないような状況で違法ファイルをダウンロードしても違法にはならないということだ。


  「イ」は、著作物全般ではなく、録音（音楽）、録画（テレビ／映画など）に限定するということ。つまり、30条の変更が行われても、画像やゲーム（プログラム）、テキストといったほかの著作物に付いては、たとえ情を知ってダウンロードしても「違法」にはならない。


  そして、「ウ」がもっとも重要なポイントだ。もともと私的複製というのは個人による零細な行為であり、犯罪としては非常に軽微なものであるため、罰則の適用がない。違法サイトから違法ファイルをダウンロードする場合もこれと同様で、罰則は付かないということになる。[*7]


  つまり、今回の中間整理に従ってダウンロードが違法化された後、「情を知って」違法ダウンロードを行ったとしても、罰則（刑事罰）がないので、「逮捕」されることはないのだ。違法ではあるが、あくまで「規範」的なものだと理解すればOKだ。


  ただし、違法行為ではあるので刑事ではない民事訴訟の対象にはなり得る。ただ、現実的には権利者側が利用者が「情を知ってダウンロードしていた」ことを証明するのはかなり難しく、現実的にはいきなり民事訴訟を提起されるということは考えにくい。こちらも現時点ではあくまで規範的なものだと考えた方がいいだろう。


  



  ■ストリーミングは対象外　「YouTube」「ニコニコ動画」問題なし


  これは、今回対象になるのはダウンロード（保存）行為のみであり、一時的な視聴であるストリーミングはたとえ違法なものを見る場合でも、対象外になるということである。つまり、「YouTube」や「ニコニコ動画」に上がっている権利者に無許諾でコピーされた動画を見ても問題がないということだ。


  



  ■実効性なき法改正だが……


  これらの条件をまとめると


  ○「違法なファイル」と知らない状態でダウンロードするのはセーフ


  ○音楽と動画以外（画像やプログラム、テキストなど）の違法ファイルをダウンロードするのはセーフ


  ○ストリーミング形式で違法ファイルを視聴するのはセーフ


  ○音楽と動画の違法ファイルを違法ファイルと分かった上でダウンロードしても「逮捕」されることはない


  ということになる。つまり、この方向でダウンロードが違法化されても、実質的に権利者が侵害者に対して摘発や提訴などの権利行使をするのはほぼ不可能ということだ。あくまでネットの著作権侵害に対する萎縮効果を狙ったプロパガンダ的なものだと理解した方がいいだろう。


  しかし、いかに実効性がないにせよ、日本のインターネット界には1997年の著作権法改正で盛り込まれた「送信可能化権」によって、「アップロードするものは逮捕されるが、ダウンロードする側には罪はない」というある種の「利用ルール」が定着していた。今回の改正案が通ることによって、そのような秩序に変化がもたらされることの意味は大きい。


  ダウンロード違法化後も著作権侵害が減らなければ、実効性を高めるため「情を知って」という条件の厳格化や、刑事罰の適用を検討すべしという声も上がってくるだろう（その要望に従って実際に法改正まで行われるかというとまた別の話だが）。[*8]


  また、すでにドイツやフランス、スペインなどはダウンロードを違法化する改正を行っているが、音楽や動画に限定しているわけではない。国内のゲーム業界からも、すべての違法著作物ダウンロードを30条の適用除外にしてほしいという要望が上がっている。少なくともこちらの話は現実的に改正される可能性は十分にあるだろう。


  インターネットはそもそも情報を効率的に伝達するために生み出された新しいメディアだ。そのため、さまざまな情報のコピーが、制御不可能な形で広まっていく性質を持っている。この性質が、クリエイターとクリエイターが生み出した著作物の流通をコントロールすることで利益を生み出してきた旧来のコンテンツビジネスとある面で衝突しているのは疑いのない事実だ。


  私的録音録画補償金問題に端を発するダウンロード違法化問題は、そうした権利者と消費者の衝突が行き着くところまで行ったことの象徴と言えるのかもしれない。


  



  [*1] http://www.nikkei.com/news/headline/article/g=96958A9C93819481E3E1E2E68B8DE3E1E2E6E0E2E3E09F9FEAE2E2E2


  [*2] http://www.itmedia.co.jp/news/articles/0810/20/news077.html


  [*3] 改正著作権法は2010年1月1日より施行され、ダウンロード違法化が実現した。


  [*4] http://plusd.itmedia.co.jp/lifestyle/articles/0501/24/news052_2.html


  [*5] http://www.bunka.go.jp/chosakuken/singikai/pdf/rokuon_chuukan_1910.pdf


  [*6] この「意見」は筆者によるもの。


  [*7] ここの部分に今回「刑事罰を付ける」ということが法改正の趣旨だ。


  [*8] その要望に従って、わずか2年という短い期間で実際にすんなり法改正が行われようとしている。


  


  


  《コメント》


  同時期に下記のインタビューも受けています。こちらも併せてお読みいただけるとこの問題に対する理解が深まるかと。


  津田大介氏に聞く、“ダウンロード違法化”のここが問題


  http://internet.watch.impress.co.jp/cda/special/2007/11/09/17465.html


  今回の問題で立法プロセスに大きな難があることは言うまでもありませんが、見逃されがちな論点であるのは、私的複製に罰則が付くというところです。厳罰化という意味で大きく踏み込んだんですね。


  というのも、それまで技術的保護手段の回避など、著作権法第30条が適用されない私的複製は違法とされてきたのですが、「犯罪としては軽微なものである」ということから、罰則は付けられてきませんでした。ダウンロード違法化というのは情を知った違法な音楽と動画のダウンロードが30条の適用除外にするということですから、2006年から2008年にかけての議論では同様の基準にするということで罰則が付かなかったのです。


  当時僕はその議論に委員として参加しており、ダウンロード違法化の流れが止められそうになかった際、「これは罰則が付くのか？」と発言したところ、中山主査が「ほかの30条に該当しない私的複製には罰則がないので、違法ダウンロードにだけ付けるということはできないだろう」という回答をもらった記憶があります。その意味で今回の刑罰化は「軽微な犯罪」ということで罰則がなかった特殊な私的複製（著作権侵害行為）に2年以下の懲役もしくは200万円以下の罰金が付くということでもあるのです。


  『日本の著作権はなぜこんなに厳しいのか』著者の山田奨治さんはブログで下記のように書いている。


  http://yamadashoji.blog84.fc2.com/blog-entry-540.html

  


  問題なのは、その決められ方だ。


  議論を尽くして、各方面の代表の大勢が合意したことであるのなら、ぼくはあえて問題にするつもりはない。


  なぜこれを問題だと思うのかというと、これは国会議員が音楽業界の意向だけを聞いて、やろうとしていることだからだ。


  現在の著作権法では、違法ファイルをダウンロードしただけでは罰則はかからない。その理由は、これに罰則までかけるのはやり過ぎだと、法改正にかかわったひとびとが合意したからだ。


  しかも、そう法律がそう変わったのは、ほんの２年ほどまえのことだ。（しかし、その議論において、ユーザーの意見が徹底的に無視されたことについては、拙著『日本の著作権はなぜこんなに厳しいのか』第４章をお読みください。）


  違法ダウンロードに罰則がつかないことに、音楽業界は不満だった。各方面から委員が出ている文化庁の審議会では自分たちの意見は通らないとみて、杉良太郎氏を担ぎ出して、国会議員を個別に説得してまわる、いわゆるロビングを積極的に行った。


  それだけじゃなく、音楽業界は国会議員たちと「日頃のお付き合い」をしていることも、想像に難くない。


  その結果、一時はダウンロード罰則化を著作権法とは別の議員立法で、という動きもあったが、こんどの著作権法改正案に盛り込むことを、自民・公明・民主が合意したという。


  閣議決定の段階での著作権法改正案では、ダウンロード罰則化は入っていなかったのだ。閣議決定後の法案が議員立法で修正されることになるようだ。


  どこでどうなったのか、国民にはわからないまま、音楽業界の意向の沿った法改正が、いまなされようとしている。

  


  自分がなぜ政策に特化した政治メディアを作るのか。それはしょうもない特定業界のロビーイングによって、今回のようにお粗末かつ不透明な形で法律があらぬ方向に変わることに歯止めをかけるためだ。


  2006年に私的録音録画小委員会の委員に呼ばれなければ、MIAUを作ることもなかったし、ここまで政治や政策に興味を持つこともなかっただろう。政治メディア作ろうなんてことも思わなかっただろうから、その意味ではこのダウンロード違法化問題が今の津田大介と本メルマガを作ったとも言える。


  残された時間は少ないけど、原点に立ち返って、やれることをやっていきます。


  MIAUからのお知らせ

  


  僕が代表理事を務めるインターネットユーザー協会（MIAU）から、最新情報をお伝えします

  


  こんにちは。MIAU事務局長兼メルマガスタッフの香月です。メルマガが遅れたのをいいことに急遽記事を差し替えることにしました。このコーナーでも何度も取り上げてきましたが、違法ダウンロードの刑事罰化が自民党の文部科学部会で了承され、民主党もほぼ同意の状況で、今国会で成立の見通しとなりました。


  ■違法ダウンロードに罰則　民自公、著作権保護を強化（日本経済新聞）


  http://www.nikkei.com/news/headline/article/g=96958A9C93819481E3E1E2E68B8DE3E1E2E6E0E2E3E09F9FEAE2E2E2


  ■無許可ダウンロードに罰則、民自公が調整（読売新聞）


  http://www.yomiuri.co.jp/politics/news/20120414-OYT1T00375.htm


  文化庁でヒアリングを受けたのが3月22日。それから3週間でこのような急展開を迎えるとは正直思っていませんでした。


  今回の法案がどのようなものかということを簡単に整理しましょう。その前に現行の著作権法について考えてみようと思います。


  現在の著作権法は2010年1月に改正されたものです。2010年の改正でもダウンロードについての項目がありました。それが「ダウンロード違法化」です。それまではネットからコンテンツをダウンロードすることについては法律的に制限がありませんでした。WinnyやShareなどのP2Pファイル共有で逮捕された人もいましたが、それは全員ファイルをアップロードした人でした。2010年の改正では、情を知って違法コンテンツをダウンロードした場合に限り、そのダウンロード行為を違法化するというものでした。「情を知って」とは「そのファイルが著作権を侵害しているファイルだと予め知っていた状態で」という意味で捉えて問題ありません。つまり明らかに著作権侵害を意図した場合に限り、そのダウンロード行為が違法化されたということです。またそのダウンロード行為については、違法ではあるが罰則は付けられることはありませんでした。


  なぜ罰則が付けられなかったのでしょうか？ 違法行為なのだから罰がないのは不自然と思う方もいるかもしれません。これについては2010年の改正の際に議論を行った文化庁文化審議会著作権審議会録音録画小委員会の中間整理を参照すると理由がわかります。


  <以下文化審議会著作権分科会私的録音録画小委員会中間整理[*1]より引用>


  違法サイトであることを知らないで利用した者についてまで権利侵害にするのは行き過ぎではないか、あるいは権利侵害といっても個々の利用行為ごとに見れば権利者に与えている被害は軽微なものではないかなどの指摘があり、利用者保護の観点から、次の点について法律上の手当が必要であるとされた。


  （中略）


  ウ　第30条の適用がない私的目的の複製については、犯罪としては軽微なものとして従来から罰則の適用を除外しているので（第119条第1項）、本件についても同様とすること


  <引用ここまで>


  30条とは著作権法第30条を指し、ここには私的使用のための複製について書かれています。ここで述べられている条件（）を除けば、私的に使用する限りにおいては権利者の許諾を必要とすることなく著作物をコピーしてよいという内容です。自分で買ってきたCDをリッピングすることなどはこの条文で担保されています。30条を適用されない私的複製については犯罪としては軽微であるから罰則がついていません。違法ダウンロードについても同様のものと考えられるので、違法とはするが具体的な罰則を付けないというのが前回の改正時の議論の結果でした。


  とここまでが現状の著作権法でダウンロードが違法化された時の経緯でした。


  今回民自公が閣法の修正で進めようとしていることは、この議論をひっくり返し、違法ダウンロードに罰則をつけようとしています。具体的には2年以下の懲役または200万円以下の罰金が刑事罰として科されます。


  MIAUとしてはアップロードを規制することで違法コンテンツの流通は相当程度防ぐことができると考えています。アップロードとダウンロードは一対一対応ではなく、アップロードされた1つのファイルがダウンロードされることで大量にコピーされる構造です。ある違法コンテンツが100人にダウンロードされたと考えた場合、100人のダウンロード者を捕まえるより1人のアップロード者を捕まえたほうが早いのは明白ですよね。違法ダウンロード刑事罰化は根本的な問題解決とはならず、インターネットユーザーを萎縮させるだけのものです。売上に損害を与えているようなヘビーな違法ダウンロード者は総じて違法アップロード者でもあります。ヘビーな違法ダウンロード者を摘発したいのであれば、まずは現状の法律で十分に対応できる違法アップロード者を規制すべきです。


  また2010年の改正からまだ3年も経過していません。この間権利者は著作権侵害コンテンツのダウンロードを違法化したことによる具体的な権利行使、つまり違法ダウンロード行為についての摘発を行っていません。またダウンロード違法化の効果測定も済んでいません。効果測定も済んでいない時点で刑事罰化を進めようとするのでしょうか。以下のオリコンの調査を見てみてみましょう。調査が行われたのは2012年1月31日〜2月13日なので、直近の調査結果として見ることができます。


  ■著作権法改正認知率56.1％…認知拡大も違法DL利用意向は横ばい（ORICON STYLE）


  http://www.oricon.co.jp/news/music/2007524/


  著作権法の改正、つまりダウンロード違法化についての認知率は56.1%、一番高い大学生・専門学校生徒であっても63.0％という数字です。世の中の4割近い人が著作権侵害コンテンツのダウンロードが違法化されたことを認識していません。このような状況で本当に刑事罰をつけてもいいのでしょうか？


  この問題を公明党の松あきら議員が国会で質問したときにも言っていましたが、権利者は抑止力として、そして啓蒙のために刑事罰化を主張しています。しかしどのような理由であれ刑事罰化を進めるということであれば逮捕者が出て、実刑を受ける人が出てくるということです。違法ダウンロードを行なっている主なユーザーとして中・高生が挙げられていますが、上のオリコンの調査では昨年1年間で違法ダウンロードの経験がある中・高生は28.5％という結果が出ています。この法律を通そうとしている人たちは、彼らを逮捕するつもりなのです。ここで「実際に運用するかは別の話」と彼らは言いますが、それはこのフェーズになると許されません。自分の行為が違法だと知らない中・高生が逮捕されてしまう可能性があるのです。もしこの文章を読んでいるあなたにお子さんがいるのであれば、あなたのお子さんが逮捕されてしまう可能性が十分にあるのです。本当にそれでいいのでしょうか？ 著作権侵害コンテンツをダウンロードすることが違法ですよ、ということを啓蒙するために、違法行為と認識していない子どもを逮捕するという方法をとるのでしょうか。もっと別の方法があるはずです。


  その他にも今回の違法ダウンロード刑事罰化については別の論点、違法ダウンロードによる被害額の算定の問題もあります。それは山田奨治さんのblogにまとまっておりますのでそちらをお読みください。


  ■音楽違法ダウンロード被害額７０００億円の怪（山田奨治 BLOG）


  http://yamadashoji.blog84.fc2.com/blog-entry-533.html


  【追記】


  この原稿を書いたあとに動きがありました。4月17日の朝に民主党の文部科学部門会議が開催され、違法ダウンロード刑事罰化についても議論されました。この部門会議に川内博史衆議院議員が出席され、違法ダウンロード刑事罰化について、ユーザーの意見も聞き、慎重な審議を求めるよう発言されました。その結果、民主党としては自公の議員立法の共同提案には乗らず、議員立法への賛否はもう一度議論するという結論に至った [*2] のことです。


  川内議員には、MIAU代表理事の津田を通じ、MIAUとしての主張を事前に電話で聞いていただきました。また、森ゆうこ議員も違法ダウンロード刑事罰化について慎重な審議をするように発言してくださった [*3] そうです。先日のヒアリングでのMIAUの問題意識をご理解くださったのだと思います。


  動いてくださっている議員の方に感謝をするとともに、僕らも動いていかねばなりません。今からが正念場。できうる限りのことをやって、頑張っていきます。皆様のご支援をどうぞよろしくお願いいたします。


  



  [*1] 引用元は以下。


  文化審議会著作権分科会私的録音録画小委員会中間整理


  第7章 検討結果


  第2節 著作権法第30条の範囲の見直しについて


  2 第30条の適用範囲から除外することが適当と考えられる利用形態


  （1）権利者に著しい経済的不利益を生じさせ、著作物等の通常の利用を妨げる利用形態


  2 検討結果


  a　違法録音録画物、違法サイトからの私的録音録画


  ii　第30条の適用範囲から除外する場合の条件


  原文URL：http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/bunka/gijiroku/010/07101103/004/026.htm


  [*2] https://twitter.com/#!/kawauchihiroshi/status/192072862172057600



  [*3] https://twitter.com/#!/kawauchihiroshi/status/192074248339193859
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